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An intermediate predicate logic L is said to have the disjunction prope巾y
(DP) if for every A and every B, L f-AV B implies that L卜Aor L f-B. An 
intermediate predicate logic L is said to have the existence prope廿y(EP) if for 
everyヨxA(x),L f-ヨxA(x)implies that there is av such that L f-A(v). These 
properties are proof-theoretically interesting and are regarded as characteristic 
features of constructivity of intuitionistic theories such as intuitionistic logic H* 
At present, we have limited knowledge of DP and EP of intermediate predicate 
logics. In this note, we report some results on Kripke completeness in connection 
with DP and EP. We have two concepts of Kripke completeness: Kripke-base-
completeness and Kripke-frame-completeness. These two concepts are shown to 
have different effects in relation to DP and EP. 
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(1) Kripke base完全性があれば、 EPはDPを導く（命題2.9,cf S[l 7])。
(2) Kripke枠完全性と「DPやEPを持つかどうか」は独立（命題3.4)。










定義 1.1(S[14])言語としてpurefirst-order language ,;£ を用いる。この,!£は、論理











modus ponens (from A and AっB,infer B), generalization (from A, infer VxA), 
uniform substitution1 for predicate variable. 












定義 1.4(S[14])論理式Aが論理式Bと合同 (congruent)であるとは、 (1)AがBか
ら束縛変数のalphabeticchangeによって得られ、 (2)そのalphabeticchangeによって
個体変数の自由な出現箇所(freeoccurrences)は、どれも新しく束縛されない、ことと
する。 (cf.Kleene [5, p.153]). 








2自由変数と束縛変数を言語の設計の始めから区別する体系 (e.g.,Gentzen [4], Prawitz [10])であれ
ば、この辺りはあまり気にしないで記述できる。以下はその様な言語で書かれていると思って読む方が










CD :'vx(p(x) V q)つ('vxp(x)V q) (pは1変数述語変数、 qは命題変数）
H*+CDはDPとEPを持つ。 (Komori[6], Nakamura [8]) 
(1-2) DPとEPを持つ中間述語論理が非可算無限個存在する。 (Ferrari-Miglioli[2], S [13]) 
(2-1) Fを次で定義する。
F: ヨx(p(x)つ'vyp(y)) (pは1変数述語変数）
H*+FはDPを持ち EPを持たない。 (Minari[7], Nakamura [8]) 
(2-2) DPを持ち EPを持たない巾間述語論理が非可算無限個存在する。 (8[18])
(3-1) GJ, Zを次で定義する。
GJ : A7=o (Piっv丑，pj)つVJ令pj)っV7=oPi
z : ヨxp(x)つ'vxp(x)
(Po, P1, P2は命題変数，pは1変数述語変数）
Hげ CD+GJVZはEPを持ち DPを持たない。 (S[l7]) 




















定義 2.1最小元OMを持つ半順序集合M = (M, :S)をKripkebaseと呼ぶ。空でない
集合Sに対して、写像D:M→2sが次の条件を満たすとき、 M 上の domainと呼ぶ
任意のa,bEMに対して、 a:Sbならば0#-D(a)~D(b). 
Kripke base M とM 上のdomainDの糾K=〈M,D〉を Kripke枠 (Kripke frame)と
呼ぶ。




任意のa,bEM と5/[D(a)]の任意の素文Aに対して、 aさbかつaFAならばbFA. 
関係仁を、元aEMと5/[D(a)]の文の間の 2項関係に、以下の帰納法で拡張する。
• a F A /¥ B if and only if a F A and a F B, 
• a F A VB if and only if a F A ora F B, 
• a FAっB if and only if for every b E M with aさb,either b~A orb F B, 
• a F咽 ifand only if for every b E M with a :Sb, b~A, 
• a F ¥:/xA(x) if and only if for every b E M with a :Sband every u E D(b), 
b巨A(豆），




命題 2.2任意の Kripke枠Kに対して、 L(K,)は超直観主義的述語論理である。
61
Kripke枠のクラス杉が超直観主義的述語論理Lを特徴付けする (characterize)とは、
L = n{L(K) ぷ E~} となることである。 L を特徴付けする Kripke 枠のクラス杉が
存在するとき、 Lは、 Kripke枠完全(Kripke-fmme-complete)であるという。
クを Kripkebasesのクラスとする。クから定まる Kripke枠のクラス{〈M,D〉;ME 
クかつDはM上のdomain}がLを特徴付けするときも、クはLを特徴付けするとい




定義 2.3(8[14, 15])論理Lが、 extremeexistence property (eEP)を持つとは、 Lで
証明可能な任意のヨxA(x)に対して、新しい個体変数vが存在して、 A(v)がLで証明
可能であることとする。










































EP Yes H., L1 
H.+CD 
No L2 c. 
定義 3.1Kripke枠のクラスク、妥、約を次で定める。
(0) (M, D)がクのメンバーである⇔ D(a) (a EM)はすべて singletonである。




命題 3.2(1) L1をクと勿の合併クラスで特徴づけられる論理とすると、 LはEPを
持ち、 DPを持たない。
(2) L2を杉で特徴づけられる論理とすると、 L2はDPを持ち、 EPを持たない。
次の表は、 Kripke枠不完全な論理たちの表である。ここで、 Liがは、 ¥:/x'vy{(r(x)二）





EP Yes H*+CD+GJ H*+CD+GJV Z 
No H*+F H* +FI¥ Lin* 
上段のふたつの論理がKripke枠不完全であることは、次の志村の定理およびその証
明をよく見ることから従う。（詳細は省略する。）
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